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(57)【要約】
【課題】商品陳列棚を支持する一対のブラケットがハの
字形に拡開する向きに延出して設けられているアラウン
ドケースであって、そのブラケットにより支持される商
品陳列棚を前後方向にスライド可能とすることができる
アラウンドケースを提供する。
【解決手段】アラウンドケース３は、上下方向に延出す
る棚支柱７ａに一端が取付けられ、他端が棚支柱７ａか
ら離れるにつれてハの字形に拡開する一対のブラケット
１４と、ブラケット１４の上部に固定された固定板１６
と、固定板１６に取付けられ、棚支柱７ａから離れる方
向に延出して平行に対向する一対のスライドレール１７
と、スライドレール１７を介して棚支柱７ａに対して接
離する方向にスライド可能にブラケット１４に支持され
た商品陳列棚８ａと、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向に延出する棚支柱に一端が取付けられ、他端が前記棚支柱から離れるにつれて
ハの字形に拡開する一対のブラケットと、
　前記ブラケットの上部に固定された固定板と、
　前記固定板に取付けられ、前記棚支柱から離れる方向に延出して平行に対向する一対の
スライドレールと、
　前記スライドレールを介して前記棚支柱に対して接離する方向にスライド可能に前記ブ
ラケットに支持された商品陳列棚と、
を有することを特徴とするアラウンドケース。
【請求項２】
　前記商品陳列棚は、上下方向に複数段設けられていることを特徴とする請求項１記載の
アラウンドケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、周囲の三方向に商品陳列棚が設けられ、例えば、直ケースの端部に連結して
使用されるアラウンドケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等の店舗では各種のショーケースが
使用されており、例えば、下記特許文献１に記載されているように、背中合わせに配置さ
れた一対の直ケースとアラウンドケースとを組み合わせた構造のショーケースが使用され
ている。なお、直ケースには、ケースの長手方向に沿った位置に商品陳列棚が設けられ、
アラウンドケースには、周囲の三方向に商品陳列棚が設けられている。
【０００３】
　このようなショーケースにおいては、商品陳列棚を前後方向（手前側位置と奥側位置）
にスライド可能としたものが知られている。そして、商品陳列棚上に商品を陳列する場合
に、商品陳列棚を手前側位置にスライドさせてその商品陳列棚を作業者の手元近くに位置
させることにより、商品陳列作業の効率化を図ることができる。
【０００４】
　商品陳列棚を前後方向にスライドさせる構造としては、例えば、下記特許文献２に記載
されたものが知られている。下記特許文献２に記載されたショーケースでは、前後方向に
延出して平行に対向する一対のブラケットをショーケースの左右両側に設け、これらのブ
ラケットに平行に対向する一対のスライドレールを取付け、これらのスライドレールを介
して商品陳列棚をブラケットにスライド可能に支持している。
【０００５】
　ここで、直ケースの商品陳列棚やアラウンドケースの背中合わせに位置する商品陳列棚
（第１、第２の商品陳列棚）においては、それらの商品陳列棚を支持するブラケットが平
行に対向して設けられている。このため、そのブラケットにスライドレールを取付けるこ
とにより、スライドレールは平行に対向することになり、商品陳列棚をスライド可能に支
持することが容易にできる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－１４８４４８号公報
【特許文献２】特開２００８－２２０９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、アラウンドケースにおける背中合わせに位置する一対の商品陳列棚（第
１、第２商品陳列棚）の間に位置する商品陳列棚（第３の商品陳列棚）は、その第３商品
陳列棚の先端側コーナー部が商品の重みで垂れ下がりを生じないようにするため、その第
３商品陳列棚を支持する一対のブラケットは、先端側に向かうにつれてハの字形に拡開す
る形状とされている。したがって、これらのブラケットにスライドレールを取付けても、
取付けられた一対のスライドレールは平行にならず、アラウンドケースにおける第３の商
品陳列棚を前後方向にスライド可能に支持することはできなかった。
【０００８】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、その目的は、商品陳
列棚を支持する一対のブラケットがハの字形に拡開する向きに延出して設けられているア
ラウンドケースであって、そのブラケットにより支持される商品陳列棚を前後方向にスラ
イド可能に支持することができるアラウンドケースを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るアラウンドケースは、上下方向に延出する棚支柱に一端が取付けられ、他
端が前記棚支柱から離れるにつれてハの字形に拡開する一対のブラケットと、前記ブラケ
ットの上部に固定された固定板と、前記固定板に取付けられ、前記棚支柱から離れる方向
に延出して平行に対向する一対のスライドレールと、前記スライドレールを介して前記棚
支柱に対して接離する方向にスライド可能に前記ブラケットに支持された商品陳列棚と、
を有する。
【００１０】
　また、上述のアラウンドケースにおいて、前記商品陳列棚は、上下方向に複数段設けら
れていることが望ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　アラウンドケースには、一端が棚支柱に取付けられて他端が棚支柱から離れるにつれて
ハの字形に拡開する一対のブラケットが設けられ、このブラケットの上部に固定板が固定
され、固定板に棚支柱から離れる方向に延出して平行に対向する一対のスライドレールが
取付けられている。このため、ブラケットがハの字形に拡開して取付けられた構造のアラ
ウンドケースであっても、ブラケットの上部に固定板を固定し、固定板に一対のスライド
レールを取付けることにより、これらのスライドレールを棚支柱から離れる方向に延出さ
せることができるとともに平行に対向させることができる。このため、このスライドレー
ルを介して商品陳列棚をブラケットに支持することにより、アラウンドケースの商品陳列
棚を棚支柱に対して接離する方向にスライド可能とすることができる。そして、商品陳列
棚を棚支柱から離れる方向である作業者の手元近くにスライドさせることにより、商品陳
列棚上への商品陳列作業を容易に行うことができる。
【００１２】
　また、商品陳列棚が上下方向に複数段設けられている場合には、商品陳列棚を棚支柱か
ら離れる方向へスライドさせることにより、スライドさせた商品陳列棚の上方に位置する
他の商品陳列棚が商品陳列作業の妨げになることを防止することができ、商品陳列棚上へ
の商品陳列作業をより一層容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ショーケースを示す斜視図である。
【図２】スライド可能である商品陳列棚を奥側位置にスライドさせた状態を示すショーケ
ースの水平断面図である。
【図３】スライド可能である商品陳列棚を手前側位置にスライドさせた状態を示すショー
ケースの水平断面図である。
【図４】図２におけるＸ－Ｘ線断面図である。
【図５】アラウンドケースにおける背中合わせに位置する商品陳列棚（第１、第２商品陳
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列棚）の支持構造を示す断面図である。
【図６】図２におけるＹ－Ｙ線断面図である。
【図７】アラウンドケースにおける背中合わせに位置する商品陳列棚の間に位置する商品
陳列棚（第３の商品陳列棚）の支持構造を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態について、図面に基づいて説明する。図１はショーケース１を示す
斜視図である。このショーケース１は、背中合わせに連結された一対の直ケース２と、こ
の直ケース２の一方の端部側に連結されたアラウンドケース３とにより構成されている。
【００１５】
　直ケース２には、上下方向に延出する一対の棚支柱４と、上下３段の商品陳列棚５と、
隣合う棚支柱４の間に位置する背面板６とが設けられている。また、アラウンドケース３
には、上下方向に延出する棚支柱７、７ａと、上下３段の商品陳列棚８、８ａと、隣合う
棚支柱７、７ａの間に位置する背面板９とが設けられている。なお、直ケース２やアラウ
ンドケース３に設けられている商品陳列棚５、８、８ａの段数に関しては、上下３段に限
定されるものではなく、任意の段数とすることができる。
【００１６】
　図２及び図３は、ショーケース１の水平断面図である。商品陳列棚５、８、８ａは前後
方向（手前側位置と奥側位置）にスライド可能に設けられており、図２は商品陳列棚５、
８、８ａを奥側位置にスライドさせた状態を示し、図３は商品陳列棚５、８、８ａを手前
側位置にスライドさせた状態を示している。
【００１７】
　直ケース２には、商品陳列棚５を支持するための一対のブラケット１０と、商品陳列棚
５をスライドさせるための一対のスライドレール１１とが設けられている。一対のブラケ
ット１０は、一端が棚支柱４に取付けられて他端が手前側に向けて平行に延出している。
したがって、一対のブラケット１０に取付けられたスライドレール１１は、平行に対向し
ている。
【００１８】
　アラウンドケース３には、商品陳列棚８を支持するための一対のブラケット１２、１２
ａと、商品陳列棚８をスライドさせるためのスライドレール１３とが設けられている。ブ
ラケット１２は、一端が棚支柱７に取付けられて他端が手前側に向けて延出している。ブ
ラケット１２ａは、一端が棚支柱７ａに取付けられて他端が手前側に向けて延出している
。このブラケット１２ａは、棚支柱７ａへの取付部の近傍には「くの字形」に屈曲した部
分を有するが、スライドレール１３が取付られる部分はブラケット１２と平行に対向して
いる。したがって、ブラケット１２に取付けられたスライドレール１３とブラケット１２
ａに取付けられたスライドレール１３とは、平行に対向している。
【００１９】
　さらに、アラウンドケース３には、商品陳列棚８ａを支持するための一対のブラケット
１４及び一対のブラケットエンド１５と、固定板１６と、商品陳列棚８ａをスライドさせ
るための一対のスライドレール１７とが設けられている。各商品陳列棚５、８、８ａの下
面には、その商品陳列棚５、８、８ａの下方に陳列されている商品を照明するランプ１８
が取付けられている。
【００２０】
　図４は、図２におけるＸ－Ｘ線断面図である。直ケース２の下部には商品が陳列される
陳列板１９が設けられており、陳列板１９の下方空間と棚支柱４の裏側の空間とを連通す
るダクト２０が設けられている。このダクト２０内であって陳列板１９の下方空間内には
、冷却器２１とファン２２とが設けけられている。これらの冷却器２１とファン２２とが
駆動されることにより、ダクト２０内の空気が冷却器２１により冷やされて冷気となり、
その冷気はファン２２によりダクト２０内を矢印で示すように送風される。ダクト２０内
を送風された冷気はダクト２０の上部手前側に設けられている冷気吹出口２３から下向き



(5) JP 2018-93902 A 2018.6.21

10

20

30

40

50

に吹き出され、冷気吹出口２３から吹き出された冷気は、ダクト２０の下部手前側に設け
られている冷気吸込口２４からダクト２０内に吸込まれる。冷気吸込口２４からダクト２
０内に吸込まれた冷気は、冷却器２１により再び冷やされてダクト２０内を送風される。
【００２１】
　図６は、図２におけるＹ－Ｙ線断面図である。アラウンドケース３の下部には陳列板１
９ａが設けられており、陳列板１９ａの下方空間と棚支柱７ａの裏側の空間とを連通する
ダクト２０ａが設けられている。このダクト２０ａ内であって陳列板１９ａの下方空間内
には、冷却器２１ａとファン２２ａとが設けけられている。これらの冷却器２１ａとファ
ン２２ａとが駆動されることにより、ダクト２０ａ内の空気が冷却器２１ａにより冷やさ
れて冷気となり、その冷気はファン２２ａによりダクト２０ａ内を矢印で示すように送風
される。ダクト２０ａ内を送風された冷気はダクト２０ａの上部手前側に設けられている
冷気吹出口２３ａから下向きに吹き出され、冷気吹出口２３ａから吹き出された冷気は、
ダクト２０ａの下部手前側に設けられている冷気吸込口２４ａからダクト２０ａ内に吸込
まれる。冷気吸込口２４ａからダクト２０ａ内に吸込まれた冷気は、冷却器２１ａにより
再び冷やされてダクト２０ａ内を送風される。
【００２２】
　アラウンドケース３に設けられている商品陳列棚８の支持構造について、図２及び図５
に基づいて説明する。図２に示すように、棚支柱７にはブラケット１２が取付けられ、棚
支柱７ａにはブラケット１２ａが取付けられている。そして、これらのブラケット１２、
１２ａにおけるスライドレール１３が取付けられる部分は平行に対向している。そして、
これらのスライドレール１３により商品陳列棚８が支持されている。なお、商品陳列棚８
は上下に３段設けられており、各商品陳列棚８は同じ支持構造とされている。
【００２３】
　スライドレール１３は、固定側レール１３ａとスライド側レール１３ｂとスライド機構
１３ｃとにより構成され、固定側レール１３ａとスライド側レール１３ｂとがスライド機
構１３ｃを介してスライド可能とされている。そして、固定側レール１３ａがブラケット
１２、１２ａに固定され、スライド側レール１２ｂが商品陳列棚８に固定されている。こ
れにより、商品陳列棚８がスライドレール１３を介してブラケット１２、１２ａにスライ
ド可能に支持され、商品陳列棚８は棚支柱７、７ａに対して接離する方向である前後方向
にスライド可能とされている。
【００２４】
　つぎに、アラウンドケース３に設けられている商品陳列棚８ａの支持構造について、図
２、図６及び図７に基づいて説明する。図２及び図６に示すように、棚支柱７ａには、上
下３段に一対ずつのブラケット１４とブラケットエンド１５との一端が取付けられている
。ブラケット１４の他端は、図２に示すように、棚支柱７ａから離れるにつれてハの字形
に拡開している。また、ブラケットエンド１５の他端は、ブラケット１２ａと平行な方向
に延出している。そして、これらのブラケット１４及びブラケットエンド１５の上部に矩
形状の固定板１６が固定され、固定板１６には一対のスライドレール１７が平行に取付け
られ、これらのスライドレール１７を介して商品陳列棚８ａが棚支柱７ａに対して接離す
る方向である前後方向にスライド可能に支持されている。
【００２５】
　スライドレール１７は、図５に示したスライドレール１３と同じ構造であり、図７に示
すように、固定側レール１７ａとスライド側レール１７ｂとスライド機構１７ｃとにより
構成され、固定側レール１７ａとスライド側レール１７ｂとがスライド機構１７ｃを介し
てスライド可能とされている。そして、固定側レール１７ａが固定板１６に固定され、ス
ライド側レール１７ｂが商品陳列棚８ａに固定されている。これにより、商品陳列棚８ａ
がスライドレール１７を介してブラケット１４及びブラケットエンド１５支持され、商品
陳列棚８ａは棚支柱７ａに対して接離する方向である前後方向にスライド可能とされてい
る。
【００２６】
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　このような構成において、商品陳列棚５、８、８ａへの商品陳列作業は、商品陳列棚５
、８、８ａを図３に示す手前側位置にスライドさせた状態で行う。
【００２７】
　ここで、直ケース２の商品陳列棚５を手前側位置にスライドさせることについて説明す
る。一対の棚支柱４には、平行に対向する一対のブラケット１０が取付けられ、これらの
ブラケット１０に平行に対向するスライドレール１１が取付けられている。そして、これ
らのスライドレール１１を介して商品陳列棚５がスライド可能に支持され、商品陳列棚５
は棚支柱４に対して接離する方向である前後方向にスライド可能とされている。このため
、商品陳列棚５上への商品陳列作業時には、図３の実線又は図４の二点鎖線で示すように
、商品陳列棚５を棚支柱４から離れる方向である手前側位置にスライドさせることより、
商品陳列作業を行う作業者の手元近くに商品陳列棚５を位置させることができ、商品陳列
棚５上への商品陳列作業を容易に行うことができる。
【００２８】
　つぎに、アラウンドケース３の商品陳列棚８を手前側位置にスライドさせることについ
て説明する。棚支柱７にはブラケット１２が取付けられ、棚支柱７ａにブラケット１２ａ
が取付けられている。これらのブラケット１２、１２ａは、スライドレール１３が取付け
られる部分が平行に対向し、ブラケット１２、１２ａに取付けられたスライドレール１３
は平行に対向している。そして、これらのスライドレール１３を介して商品陳列棚８がス
ライド可能に支持され、商品陳列棚８は棚支柱７、７ａに対して接離する方向である前後
方向にスライド可能とされている。このため、商品陳列棚８上への商品陳列作業時には、
図３の実線で示すように、商品陳列棚８を棚支柱７、７ａから離れる方向である手前側位
置にスライドさせることより、商品陳列作業を行う作業者の手元近くに商品陳列棚８を位
置させることができ、商品陳列棚８上への商品陳列作業を容易に行うことができる。
【００２９】
　つぎに、アラウンドケース３の商品陳列棚８ａを手前側位置にスライドさせることにつ
いて説明する。一端が棚支柱７ａに取付けられて他端がハの字形に拡開するブラケット１
４と、一端が棚支柱７ａに取付られて他端がブラケット１２ａと平行な方向に延出するブ
ラケットエンド１５とが設けられ、これらのブラケット１４とブラケットエンド１５との
上部に固定板１６が固定されている。そして、固定板１６に一対のスライドレール１７が
平行に取付けられ、これらのスライドレール１７を介して商品陳列棚８ａがスライド可能
に支持され、商品陳列棚８ａは棚支柱７ａに対して接離する方向である前後方向にスライ
ド可能とされている。このため、商品陳列棚８ａ上への商品陳列作業時には、図３の実線
又は図６の二点鎖線で示すように、商品陳列棚８ａを棚支柱７ａから離れる方向である手
前側位置にスライドさせることより、商品陳列作業を行う作業者の手元近くに商品陳列棚
８ａを位置させることができ、商品陳列棚８ａ上への商品陳列作業を容易に行うことがで
きる。
【００３０】
　ここで、ブラケット１４及びブラケットエンド１５の上部に固定板１６が固定され、固
定板１６には棚支柱７ａから離れる方向に延出する一対のスライドレール１７が平行に取
付けられている。したがって、一対のブラケット１４が平行に配置されていなくても、そ
の一対のブラケット１４に固定板１６を固定し、固定板１６に一対のスライドレール１７
を取付けることにより、一対のスライドレール１７を平行に対向させることができるとと
もに、そのスライドレール１７を用いて商品陳列棚８ａを棚支柱７ａに対して接離する方
向である前後方向にスライド可能に支持することができる。
【００３１】
　また、商品陳列棚５、８、８ａが、上下方向に複数段設けられている場合には、商品陳
列作業を行う商品陳列棚５、８、８ａを棚支柱４、７、７ａから離反する方向へスライド
させることにより、スライドさせた商品陳列棚５、８、８ａの上方に位置する他の商品陳
列棚５、８、８ａが商品陳列作業の妨げになることを防止することができ、商品陳列棚５
、８、８ａ上への商品陳列作業を容易に行うことができる。
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【符号の説明】
【００３２】
　１　　　ショーケース
　２　　　直ケース
　３　　　アラウンドケース
　４　　　棚支柱
　５　　　商品陳列棚
　６　　　背面板
　７　　　棚支柱
　７ａ　　棚支柱
　８　　　商品陳列棚
　８ａ　　商品陳列棚
　９　　　背面板
１０　　　ブラケット
１１　　　スライドレール
１２　　　ブラケット
１２ａ　　ブラケット
１３　　　スライドレール
１３ａ　　固定側レール
１３ｂ　　スライド側レール
１３ｃ　　スライド機構
１４　　　ブラケット
１５　　　ブラケットエンド
１６　　　固定板
１７　　　スライドレール
１７ａ　　固定側レール
１７ｂ　　スライド側レール
１７ｃ　　スライド機構
１８　　　ランプ
１９　　　陳列板
２０　　　ダクト
２０ａ　　ダクト
２１　　　冷却器
２１ａ　　冷却器
２２　　　ファン
２２ａ　　ファン
２３　　　冷気吹出口
２３ａ　　冷気吹出口
２４　　　冷気吸込口
２４ａ　　冷気吸込口
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